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■ 維持　□ 

日

拡大 安定した処理の実

概

現にむけ、計画的に機

施

器の更新や長寿命化を

策

実施していく。
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改善措置等）□ 休止
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　□ 終了
計画対象 ■

本

 実施計画査定対象 

目

 □ 行政改革対象 

標
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安
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全
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の決算額と差異が生じ

安

ている場合もあります
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目

（事業費：千円）

衛生

的

プラント管理運営事業
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活
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排

　４年度 令和　２年度

水

令和　３年度 令和　３

処

年度 令和　４年度
活動

理

指標名 単位
実績 計画 実

に

績 計画 決算 当初予算 決

よ

算 当初予算
全体事業概

る

要
①

緊急停止（施設機

河

能不全 日 0 0 0
市内か

川

ら発生する生し尿及び

の

浄化槽汚泥を処理する

水

衛 ）に伴う受入停止日

質

数
生プラントで安定し

保

た処理を行うため、機

全

器等の異常 0 67,0

を

96 64,427 68

図

,784
を早期に発見

り

し、機能停止を伴う重

、

故障に発展しない
②よ

安

う保守点検等を行う。

全

令和　５年度の優先度

で

③2 　□ Ａ　　　 

快

□ Ｂ　　　 □ Ｃ

適

　　　 □ Ｄ　

日常

な

点検等により、機器等

生

の異状を早期に発見し

活

、軽微な内に修繕等を

環

実施することで、軽微

境

故障から発展する
■ 

を

計画どおり   
令和

確

　３年度 重故障を防い

保

だ。
□ 遅延    

す

     
の評価

□ 

る

進展なし     
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 維持　□ 拡大 市内

と

から発生する生し尿及

。

び浄化槽汚泥を安定的

施

に処理するため、衛生

策

プラントが機能停止と

の

ならないよう機器
事業

方

区分 □ 自治事務  

向
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し
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尿

性 □ 縮小　□ 改善

・

等の異常を早期に発見

浄

し、重故障に発展しな

化

いよう保守点検等を行

槽

っていく。
（改善措置

汚

等）□ 休止　□ 終

泥

了
計画対象 □ 実施計

の

画査定対象  □ 行

処

政改革対象 
□ 廃止

理

　　　　 

日常点検等により、機器等の異状を早期に発見し、軽微な内に修繕等を実施することで、重故障を防いだ。都市下水路施設の改築計画等の地元調整に時間を要したこと
□ 計画どおり   

令和　３年度 から、工事の発注時期が遅れ、年度内の完成が見込めず、繰越明許となった。
■ 遅延         

の評価
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 市内から発生する生し尿及び浄化槽汚泥を安定的に処理するため、衛生プラントが機能停止とならないよう機器等の異状を早期に発見し、重故障に発展しないよう保守

今後の方向性 □ 拡大　　　　 点検等を行っていく。また、安定した処理の実現にむけ、衛生プラント個別施設計画に基づき、機器の更新や長寿命化を計画的に実施していく。

（改善措置等） □ 縮小　　　　 

□ 改善　　　　 
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す
る生し尿及び浄化槽
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部
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活

ラ施設であり、安定し
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た処理の実現にむ
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、計画的に機器の更新

対

や長寿命化を実施する

策
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度
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成
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都

日

市下水路施設の改築計

令

画等の地元調整に時間

和

を要したことから、工

　

事の発注時期が遅れ、

４

年度内の完成が見込
□

年

 計画どおり   
令

　

和　３年度 めず繰越明

８

許となった。
■ 遅延

月

         
の

　

評価
□ 進展なし  


